
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

３月の行事予定 「誰でも何にでもなれる」 
        校長 赤羽 広美 

プール傍の梅のつぼみが膨らみ、柔らかな春の気配が

感じられるようになりました。いよいよ今年度も締めく

くりの季節です。この一年、子供たちは学習や行事、日々

の生活の中で、少しずつ確実に成長する姿を見せてくれ

ました。 

さて、表題の言葉は、映画『ズートピア』の主人公、

ウサギの警察官ジュディが何度も口にする言葉です。映

画の中で、ジュディは、最後にこんな言葉を言っていま

す。 

「現実は厳しい。できないこともあれば、間違うこと

もある。でも安心して、みんな同じ。お互いのことをも

っとよく知り、違いを認め合えば、きっとうまくいく。」 

ジュディは物語の終盤で、夢見た理想の世界は決して

楽な場所ではないと語ります。しかし、だからこそ大切

なのは「諦めないこと」、そして「自分を見つめ、自分を

変えることから全ては始まる」ということだと教えてく

れます。 

この一年間、子供たちはクラスの中で意見がぶつかっ

たり、互いの違いに戸惑ったりしたこともあったでしょ

う。しかし、ジュディが言うように、一人一人が「自分

にしかない良さ」を持っています。友達との違いを遠ざ

けるのではなく、「面白い違い」として認め合えたとき、

世界はぐっと広く、優しくなります。 

「自分を見つめ、自分を知り、自分を変えることから、

全ては始まるのです。それは私から、そして私たちみん

なから始まる。」 

より良い未来や、理想の自分を創り出すのは、他の誰

でもない、自分自身の「変わりたい」という小さな一歩

からです。「誰でも何にでもなれる」の言葉の通り、こ

れからも子供たちには、失敗を恐れず、自分を知り、変

わり続ける勇気を持ち続けてほしいと願っています。変

わろうとする自分と、そうなりたいと願う自分と、わか

り合える仲間がいれば、「誰でもなんにでもなれる」の

ではないでしょうか。 

保護者の皆様、地域の皆様、この一年間、本校の教育

活動を温かく支えてくださり、心より感謝申し上げま

す。残りわずかとなりましたが、子供たちがこれまでの

歩みに自信を持ち、晴れやかな笑顔で次の一歩を踏み出

せるよう、教職員一同、精一杯寄り添ってまいりますの

で、最後までよろしくお願いいたします。 


